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ル
ギ
ー
消
費
性
能
向
上
住
宅
の
新
築
又
は
対
象
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
向
上
住
宅
で
建
築
後
使
用
さ
れ
た
こ
と
の

な
い
も
の
の
取
得
を
し
て
、
当
該
対
象
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
向
上
住
宅
を
同
日
以
後
に
同
項
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
そ
の
者
の
居
住
の
用
に
供
し
た
場
合
に
は
、
当
該
個
人
の
第
六
項
に
規
定
す
る
十
年
間
の
各
年
分
の
所
得

税
に
つ
い
て
は
同
項
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。
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個
人
が
、
災
害
危
険
区
域
等
（
建
築
基
準
法
第
三
十
九
条
第
一
項
の
災
害
危
険
区
域
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「
災
害
危
険
区
域
」
と
い
う
。）、
地
す
べ
り
等
防
止
法
第
三
条
第
一
項
の
地
す
べ
り
防
止
区
域
（
以
下
こ
の
項
に

お
い
て
「
地
す
べ
り
防
止
区
域
」
と
い
う
。）、
急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第

一
項
の
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
」
と
い
う
。）、
土
砂
災

害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
第
九
条
第
一
項
の
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区

域
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
」
と
い
う
。）又
は
特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
第

五
十
六
条
第
一
項
の
浸
水
被
害
防
止
区
域
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
浸
水
被
害
防
止
区
域
」と
い
う
。）を
い
う
。

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）内
に
お
い
て
、
第
一
項
の
居
住
用
家
屋
若
し
く
は
第
六
項
の
認
定
住
宅
等
の
新
築

（
特
定
建
替
え
を
除
く
。）を
し
、
又
は
こ
れ
ら
の
家
屋
で
建
築
後
使
用
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
も
の
の
取
得
を
し
た

場
合
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
家
屋
（
こ
れ
ら
の
家
屋
の
一
部
が
災
害
危
険
区
域
等
内
に
あ
る
場
合
に
お
け
る
こ
れ
ら

の
家
屋
を
含
み
、
災
害
危
険
区
域
（
地
す
べ
り
防
止
区
域
、
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区

域
又
は
浸
水
被
害
防
止
区
域
と
重
複
し
て
い
な
い
区
域
に
限
る
。）内
に
あ
る
こ
れ
ら
の
家
屋
に
あ
つ
て
は
、
こ
れ

ら
の
家
屋
の
建
築
に
係
る
都
市
再
生
特
別
措
置
法
第
八
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
係
る
同
条
第
三
項

の
規
定
に
よ
る
勧
告
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
勧
告
」
と
い
う
。）を
受
け
た
者
が
、
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ

り
当
該
勧
告
に
従
わ
な
か
つ
た
旨
を
公
表
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
勧
告
に
従
わ
な
い
で
建
築
を
し
た
こ
れ
ら

の
家
屋
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
居
住
用
家
屋
等
」
と
い
う
。）を
令
和
十
年
一
月
一
日
以
後
に
第
一
項

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
そ
の
者
の
居
住
の
用
に
供
し
た
と
き
は
、
当
該
個
人
の
同
項
に
規
定
す
る
十
年
間
の
各

年
分
の
所
得
税
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
居
住
用
家
屋
等
に
係
る
建
築
確

認
を
受
け
た
時
に
お
い
て
、
当
該
居
住
用
家
屋
等
の
建
築
を
す
る
土
地
の
全
部
が
災
害
危
険
区
域
等
外
に
あ
つ
た

場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
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前
項
に
規
定
す
る
特
定
建
替
え
と
は
、
個
人
、
当
該
個
人
の
配
偶
者
又
は
当
該
個
人
の
二
親
等
以
内
の
親
族
が

居
住
の
用
に
供
し
、
又
は
供
し
て
い
た
家
屋
で
そ
の
居
住
の
用
に
供
し
、
又
は
供
し
て
い
た
期
間
と
し
て
政
令
で

定
め
る
期
間
が
五
年
以
上
で
あ
る
も
の
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
も
の
の
建
替
え
を
い
う
。

第
四
十
一
条
第
二
十
八
項
中
「
第
十
項
」
を
「
第
六
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
十
四
項
第
一
号
中「
第
二
十
二
項
」

を
「
第
十
九
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
十
五
項
中
「
第
十
五
項
」
を
「
第
十
一
項
」
に
改
め
る
。

第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
中
「
適
用
年
（
特
例
適
用
年
、」を
「
適
用
年
（
」
に
、「
、
第
十
項
、
第
十
五
項
及
び
第

十
八
項
」
を
「
、
第
十
一
項
及
び
第
十
四
項
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
を
削
り
、
同
項
第
二
号
中
「
前
条
第
十
項
」

を
「
前
条
第
六
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
一
号
と
し
、
同
項
第
三
号
中
「
前
条
第
十
五
項
」
を
「
前
条
第
十
一

項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
二
号
と
し
、
同
項
第
四
号
中
「
前
条
第
十
八
項
」
を
「
前
条
第
十
四
項
」
に
改
め
、

同
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
第
五
号
中
「
前
各
号
」
を
「
前
三
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同

条
第
二
項
第
一
号
を
削
り
、
同
項
第
二
号
中
「
前
条
第
十
一
項
又
は
第
十
三
項
」
を
「
前
条
第
七
項
又
は
第
九
項
」

に
、「
同
条
第
十
二
項
」
を
「
同
条
第
八
項
」
に
、「
同
条
第
十
一
項
又
は
第
十
三
項
」
を「
同
条
第
七
項
又
は
第
九
項
」

に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
一
号
と
し
、
同
項
第
三
号
を
同
項
第
二
号
と
し
、
同
項
第
四
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同

項
第
五
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
条
第
三
項
中
「
同
条
第
十
項
」
を
「
同
条
第
六
項
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
を

削
り
、
同
項
第
二
号
中
「
平
成
二
十
六
年
か
ら
平
成
三
十
年
ま
で
の
各
年
」
を
「
平
成
二
十
九
年
、
平
成
三
十
年
」

に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
一
号
と
し
、
同
項
第
三
号
を
同
項
第
二
号
と
し
、
同
項
第
四
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同

項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

当
該
居
住
日
の
属
す
る
年
が
令
和
八
年
か
ら
令
和
十
二
年
ま
で
の
各
年
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
二
以

上
の
住
宅
の
取
得
等
の
う
ち
に
、
認
定
住
宅
等
借
入
金
等
の
金
額
に
係
る
も
の
と
他
の
住
宅
借
入
金
等
の
金
額

に
係
る
も
の
と
が
あ
る
と
き

認
定
住
宅
等
借
入
金
等
の
金
額
に
係
る
住
宅
の
取
得
等
と
他
の
住
宅
借
入
金
等

の
金
額
に
係
る
住
宅
の
取
得
等
と
に
区
分
を
し
た
住
宅
の
取
得
等

第
四
十
一
条
の
二
の
二
第
一
項
中
「
居
住
日
の
属
す
る
年
が
平
成
十
九
年
又
は
平
成
二
十
年
で
第
四
十
一
条
第
六

項
の
規
定
に
よ
り
同
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
十
三
年
内
と
し
、」を
削
り
、「
又
は
同
条
第
十
五
項
若
し

く
は
第
十
八
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
十
一
年
内
と
す
る
。」を
「
、
居
住
日
の
属

す
る
年
が
令
和
八
年
か
ら
令
和
十
二
年
ま
で
の
各
年
で
第
四
十
一
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
の
規
定
の
適
用
を

受
け
る
場
合
又
は
同
条
第
十
一
項
若
し
く
は
第
十
四
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
、

十
一
年
内
」
に
改
め
、「
当
該
居
住
日
の
属
す
る
年
が
平
成
十
九
年
又
は
平
成
二
十
年
で
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り

同
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
十
四
年
内
と
し
、」を
削
り
、「
又
は
同
条
第
十
五
項
若
し
く
は
第
十
八
項
の

規
定
に
よ
り
同
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
十
二
年
内
と
す
る
。」を
「
、
居
住
日
の
属
す
る
年
が
令
和
八

年
か
ら
令
和
十
二
年
ま
で
の
各
年
で
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
又
は
同
条
第

十
一
項
若
し
く
は
第
十
四
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
、
十
二
年
内
」
に
改
め
、
同

条
第
二
項
中
「
第
四
十
一
条
第
二
十
項
」
を
「
第
四
十
一
条
第
十
六
項
」
に
、「
又
は
同
条
第
二
十
一
項
」
を「（
以
下

こ
の
項
に
お
い
て
「
特
例
居
住
用
家
屋
の
新
築
等
」
と
い
う
。）若
し
く
は
同
条
第
十
八
項
」
に
、「
認
定
住
宅
等
の
新

築
等
に
」
を
「
同
条
第
六
項
に
規
定
す
る
認
定
住
宅
等
の
新
築
取
得
等
に
」
に
、「
同
項
に
規
定
す
る
特
例
認
定
住
宅

等
の
新
築
等
」
を
「
同
条
第
十
八
項
に
規
定
す
る
特
例
認
定
住
宅
等
の
新
築
取
得
等
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特

例
認
定
住
宅
等
の
新
築
取
得
等
」
と
い
う
。）で
あ
る
場
合
又
は
居
住
日
の
属
す
る
年
が
令
和
八
年
か
ら
令
和
十
二
年

ま
で
の
各
年
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
居
住
に
係
る
住
宅
の
取
得
等
が
特
例
居
住
用
家
屋
の
新
築
等
、
同
条
第
十
七
項

の
規
定
に
よ
り
買
取
再
販
住
宅
の
取
得
に
該
当
す
る
も
の
と
み
な
さ
れ
た
同
項
に
規
定
す
る
特
例
買
取
再
販
住
宅
の

取
得
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
既
存
住
宅
の
取
得
に
該
当
す
る
も
の
と
み
な
さ
れ
た
同
条
第

十
七
項
に
規
定
す
る
特
例
既
存
住
宅
の
取
得
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
増
改
築
等
に
該
当
す

る
も
の
と
み
な
さ
れ
た
同
条
第
十
七
項
に
規
定
す
る
特
例
増
改
築
等
若
し
く
は
特
例
認
定
住
宅
等
の
新
築
取
得
等
」

に
改
め
、
同
条
第
四
項
及
び
第
七
項
中
「
居
住
日
の
属
す
る
年
が
平
成
十
九
年
又
は
平
成
二
十
年
で
第
四
十
一
条
第

六
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
十
三
年
内
と
し
、」を
削
り
、「
又
は
同
条
第
十
五
項
若

し
く
は
第
十
八
項
」
を
「
、
居
住
日
の
属
す
る
年
が
令
和
八
年
か
ら
令
和
十
二
年
ま
で
の
各
年
で
第
四
十
一
条
第
六

項
の
規
定
に
よ
り
同
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
又
は
同
条
第
十
一
項
若
し
く
は
第
十
四
項
」
に
、「
に
は
十
一

年
内
と
す
る
。」を
「
に
は
、
十
一
年
内
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
中
「
令
和
七
年
ま
で
」
を
「
令
和
十
二
年
ま
で
」

に
、「
又
は
第
四
十
一
条
第
十
五
項
若
し
く
は
第
十
八
項
」
を
「
、
居
住
日
の
属
す
る
年
が
令
和
八
年
か
ら
令
和
十
二

年
ま
で
の
各
年
で
第
四
十
一
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
又
は
同
条
第
十
一
項
若

し
く
は
第
十
四
項
」
に
改
め
る
。

第
四
十
一
条
の
三
第
一
項
中
「
第
四
十
一
条
第
二
十
五
項
」
を
「
第
四
十
一
条
第
二
十
二
項
」
に
改
め
る
。

第
四
十
一
条
の
三
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
四
十
一
条
の
三
の
二

削
除

第
四
十
一
条
の
三
の
十
一
第
四
項
第
六
号
中
「
掲
げ
る
金
額
」
の
下
に「（
同
条
第
五
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場

合
に
は
、
そ
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
て
計
算
し
た
金
額
）」を
加
え
る
。

第
四
十
一
条
の
五
第
七
項
第
一
号
及
び
第
四
十
一
条
の
五
の
二
第
七
項
第
一
号
中「
令
和
七
年
十
二
月
三
十
一
日
」

を
「
令
和
九
年
十
二
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

第
四
十
一
条
の
八
第
一
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

低
所
得
で
あ
る
ひ
と
り
親
へ
の
就
業
の
支
援
等
の
観
点
か
ら
給
付
さ
れ
る
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉

法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
二
十
九
号
）
第
三
十
一
条
第
二
号
（
同
法
第
三
十
一
条
の
十
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）に
掲
げ
る
給
付
金
の
支
給
を
受
け
て
い
た
者
の
う
ち
財
務
省
令
で
定
め
る
者
に
対
し
て
給
付

さ
れ
る
財
務
省
令
で
定
め
る
給
付
金

第
四
十
一
条
の
十
四
第
一
項
第
二
号
中
「
同
条
第
二
十
四
項
第
三
号
の
二
に
掲
げ
る
暗
号
等
資
産
又
は
」
を
「
第

三
十
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
暗
号
資
産
以
外
の
同
法
第
二
条
第
二
十
四
項
第
三
号
の
二
に
掲
げ
る
暗
号

等
資
産
又
は
当
該
暗
号
等
資
産
に
係
る
」
に
改
め
る
。
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